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市
民
の
市
政
に
対
す
る
要
望
の
第
一
位
に
は
「
物
価
・
消
費
者
対

策
」
が
、
四
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
数
年
た
っ
た
今
日
も
、

い
ぜ
ん
一
位
か
二
位
を
占
め
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
は
、
生
活

の
満
足
感
は
少
し
ず
つ
上
昇
し
て
き
て
い
る
｜
横
浜
市
が
毎
年
行

っ
て
い
る
市
民
意
識
調
査
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
市
民
意
識
調
査
等
に
表
わ
れ
た
市
民
の
生
活
と

意
識
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。
そ
の
要
点
を
い
く
っ
か
拾
う
と
｜
。

●
市
民
の
余
暇
行
動
の
中
で
も
「
美
術
館
・
展
覧
会
・
博
物
館
へ
行

く
」
行
動
は
、
横
浜
で
よ
り
も
東
京
で
充
足
し
て
い
る
人
が
多
い
。

ま
た
、
こ
の
「
美
術
館
等
…
…
」
と
「
図
書
館
へ
行
く
」
行
動
等
は
、

約
一
年
間
に
行
っ
た
人
よ
り
も
、
行
っ
て
い
な
い
が
今
後
し
た
い
人

の
ほ
う
が
多
い
。
生
活
圏
の
ひ
ろ
が
り
、
施
設
の
不
足
や
発
展
の
方

向
な
ど
が
表
わ
れ
て
い
る
（
「
市
民
の
生
活
構
造
」
か
ら
）
。

●
い
ま
の
住
い
の
環
境
を
、
「
一
口
に
言
っ
て
」
「
よ
い
」
「
だ
い

た
い
よ
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
の
間
で
は
、
静
か
さ
や
緑
、
空
気
が

き
れ
い
と
い
う
自
然
的
環
境
へ
の
満
足
感
が
大
き
く
、
通
勤
・
買
物

の
便
な
ど
の
便
利
さ
へ
は
関
心
が
薄
い
。
と
こ
ろ
が
い
ま
の
住
環
境

を
「
働
く
人
に
と
っ
て
」
よ
い
と
感
じ
る
人
の
間
で
は
、
便
利
さ
へ



の
満
足
が
強
く
、
自
然
環
境
は
あ
ま
り
影
響
し
な
い
。
多
少
の
不
便

は
が
ま
ん
し
て
自
然
環
境
の
よ
い
所
に
住
ん
で
い
る
の
が
市
民
の
大

勢
の
よ
う
だ
（
「
市
民
の
生
活
環
境
と
意
識
」
か
ら
）
。

●
近
所
づ
き
あ
い
や
地
域
行
事
、
地
域
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
活
動
な

ど
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
、
男
性
で
も
高
齢
者
ほ
ど
、
ま

た
居
住
年
数
が
長
い
人
ほ
ど
、
よ
く
参
加
し
て
い
る
。
一
方
「
地
域

へ
の
関
心
」
と
い
う
意
識
面
で
は
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
ほ
う
が
関

心
が
高
い
（
「
地
域
社
会
へ
の
関
心
と
活
動
」
か
ら
）
。

引
用
し
た
最
近
の
主
な
調
査
－
5
3
・
1
0
「
横
浜
市
民
の
生
活
環
境
意
識
調

査
」
／
5
2
・
1
0
「
横
浜
市
民
の
生
活
意
識
と
地
域
社
会
に
関
す
る
実
態
調
査
」

／
5
1
・
1
1
「
横
浜
市
民
の
生
活
構
造
と
生
活
意
識
調
査
」
／
二
〇
歳
以
上
の

市
民
一
、
二
〇
〇
人
を
無
作
為
抽
出
、
面
接
。
都
市
科
学
研
究
室
実
施
。

市
民
の
生
活
構
造

●
あ
る
平
日
と
休
日
の
生
活
行
動

　
平
日
の
午
前
六
時
。
横
浜
市
民
（
二
〇
歳
以
上
・
以
下
同
様
）
の

う
ち
四
一
％
の
人
が
起
き
て
い
る
。
夫
が
働
き
妻
が
家
に
い
る
平
均

的
な
家
庭
で
は
、
妻
の
五
三
％
、
夫
の
三
七
％
が
起
き
て
い
る
。
男
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図3－1　市民は何時に何をしているか
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性
で
は
四
十
代
（
四
五
％
）
、
女
性
で
は
三
十
代
（
五
五
％
）
が
い

ち
ば
ん
早
起
き
だ
。

　
平
日
の
午
後
二
時
。
仕
事
を
持
っ
て
い
る
女
性
の
六
九
％
と
男
性

の
八
二
％
が
仕
事
を
し
て
い
る
。
主
婦
は
四
〇
％
の
人
が
家
事
、
二

六
％
が
自
由
行
動
、
九
％
が
テ
レ
ビ
を
み
て
い
る
。
家
族
の
中
で
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
が
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
る
時
刻
だ
。

日
曜
の
午
後
二
時
は
市
民
の
自
由
な
活
動
が
も
っ
と
も
多
い
時
間

帯
だ
。
全
市
民
の
二
九
％
が
自
由
行
動
（
テ
レ
ビ
を
除
く
）
を
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
三
九
％
が
自
宅
に
、
三
八
％
が
横
浜
市
内
に
、
二

三
％
が
市
外
に
い
る
。

　
平
日
の
午
後
一
〇
時
に
は
、
市
民
の
八
割
が
自
宅
に
い
る
。
三
分

の
一
の
人
が
テ
レ
ビ
を
み
て
い
る
。
自
宅
に
い
な
い
二
割
の
人
の
う

ち
、
ま
だ
働
い
て
い
る
人
は
一
六
％
だ
。
ま
た
四
二
％
の
人
が
横
浜

市
内
に
、
三
五
％
が
市
外
に
い
る
（
図
３
－
２
）
。

　
こ
れ
は
昭
和
五
一
年
秋
の
市
民
意
識
調
査
「
横
浜
市
民
の
生
活
構

造
調
査
」
の
一
部
で
あ
る
。
同
じ
調
査
か
ら
、
市
民
の
生
活
構
造
を

も
う
す
こ
し
み
て
み
よ
う
（
こ
の
場
合
「
休
日
」
は
一
一
月
七
日
＝

日
、
「
平
日
」
は
八
日
＝
月
を
さ
す
）
。

　
横
浜
市
民
の
平
日
の
平
均
睡
眠
時
間
は
七
・
〇
時
間
だ
。
夫
（
男

・
有
職
・
既
婚
）
は
七
・
一
時
間
、
妻
（
女
・
無
職
・
既
婚
）
は
七

・
○
時
間
で
、
夫
の
ほ
う
が
わ
ず
か
に
な
が
い
。
少
し
古
い
が
四
七

年
松
山
市
で
の
調
査
で
は
、
夫
＝
七
・
九
時
間
、
妻
＝
七
・
三
時
間

で
、
夫
の
ほ
う
が
か
な
り
な
が
い
。
同
じ
頃
、
世
界
各
国
で
行
わ
れ

た
生
活
時
間
調
査
で
は
、
ど
の
国
で
も
妻
の
睡
眠
時
間
の
ほ
う
が
夫

よ
り
な
が
い
。
横
浜
市
民
は
、
松
山
市
民
と
世
界
各
国
の
中
間
に
位

置
す
る
。

　
さ
て
、
こ
の
休
日
（
七
日
・
日
）
と
平
日
（
八
日
・
月
）
に
市
民

が
実
際
に
行
っ
た
自
由
行
動
を
図
化
し
た
の
が
図
３
－
３
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
行
動
を
し
た
人
、
し
な
か
っ
た
人
を
含
め
て
、
今
後
こ

の
よ
う
な
行
動
を
し
た
い
か
ど
う
か
と
い
う
希
望
も
示
さ
れ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
談
ら
ん
な
ど
の
日
常
的
な
も
の
は
、
実
際
の
行
動

も
今
後
の
希
望
も
当
然
な
が
ら
行
っ
た
人
の
率
が
高
い
が
、
ス
ポ
ー

ツ
、
行
楽
、
音
楽
会
な
ど
、
必
ず
し
も
毎
日
の
よ
う
に
行
わ
れ
な
い

行
動
は
、
こ
の
二
日
に
つ
い
て
は
行
っ
た
人
が
少
く
、
今
後
の
希
望

も
多
い
。

●
東
京
依
存
度
が
高
い
「
美
術
館
等
」

　
以
上
は
あ
る
特
定
の
日
に
限
っ
て
み
た
市
民
の
行
動
だ
が
、
も
っ

と
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
余
暇
行
動
は
、
ど
ん
な
ひ
ろ
が

り
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
一
二
の
余
暇
行
動
に
つ
い
て
、
五
一
年
の



3
4
　
市
民
の
生
活
構
造

図3－2　平日午後時の自宅外の行動と場所（横浜市民意識調査51年11月）

図3－3　平日と休日の自由行動と今後の意向（横浜市民意識調査51年11月）
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一
月
か
ら
一
〇
月
の
間
に
、
そ
れ
を
し
た
主
な
場
所
と
主
な
相
手
を
、

図
示
し
だ
の
が
表
３
－
１
で
あ
る
。

　
市
民
の
生
活
圏
は
市
域
を
こ
え
て
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
と
よ
く

い
わ
れ
る
が
、
こ
の
一
二
の
余
暇
行
動
に
も
そ
れ
が
表
わ
れ
て
い
る
。

　
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
」
　
「
け
い
こ
事
等
」
「
図
書
館
」
「
社
会
活
動

へ
の
参
加
」
な
ど
は
大
半
が
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
「
音
楽
会

等
」
「
ス
ポ
ー
ツ
見
物
」
な
ど
は
東
京
依
存
度
が
か
な
り
大
き
い
。

な
か
で
も
「
美
術
館
・
展
覧
会
・
博
物
館
へ
行
く
」
行
動
は
、
東
京

依
存
度
が
市
内
充
足
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
全
市
民
に
つ
い
て
み
た
も
の
だ
が
、
勤
労
者
に
限
っ
て
み

る
と
、
そ
の
特
色
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
図
表
は
省
略
す
る
が
勤
労

者
に
つ
い
て
職
場
所
在
地
と
余
暇
活
動
の
場
所
の
関
係
を
み
る
と
、

次
の
よ
う
な
型
に
分
け
ら
れ
る
。

Λ
横
浜
中
心
型
Ｖ
「
社
会
活
動
へ
の
参
加
」
　
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」
（
横
浜
市
以
外
に
職
場
の
あ
る
人
で
も
横
浜
で
行
う

比
率
の
高
い
活
動
）

Λ
東
京
依
存
型
Ｖ
「
美
術
館
・
展
覧
会
・
博
物
館
」
　
「
ス
ポ
ー
ツ
見

物
」
　
「
映
画
・
観
劇
・
音
楽
会
」
　
（
横
浜
市
内
に
職
場
の
あ
る
人
の

東
京
依
存
度
が
一
〇
％
以
上
の
活
動
）

Λ
東
京
横
浜
分
離
型
Ｖ
「
講
演
会
・
各
種
学
校
等
で
自
分
の
た
め
の

勉
強
」
　
「
け
い
こ
事
・
趣
味
等
」
　
「
図
書
館
」
　
（
市
内
に
職
場
の
あ

る
人
は
市
内
で
、
東
京
に
職
場
の
あ
る
人
は
東
京
で
行
う
活
動
）

Λ
職
場
型
Ｖ
「
パ
チ
ン
コ
ー
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
飲
み
屋
」
（
職
場
所
在

地
で
行
う
比
率
の
高
い
活
動
）

Λ
特
別
型
Ｖ
「
訪
問
」
「
日
帰
り
行
楽
」
（
以
上
の
四
つ
の
型
に
あ

て
は
ま
ら
な
い
活
動
）

●
余
暇
行
動
を
し
た
人
、
し
た
い
人

　
次
に
こ
の
期
間
｛
五
一
年
一
～
一
○
月
）
に
、
こ
れ
ら
の
余
暇
行

動
を
し
た
人
と
今
後
し
た
い
人
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
を
み
た
い

（
図
３
｜
４
）
。
「
訪
問
」
　
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
外
食
等
」
は
ほ
と
ん

ど
の
市
民
が
経
験
し
て
お
り
、
し
か
も
一
〇
月
の
一
ヵ
月
間
に
経
験

し
た
人
が
大
半
だ
。
そ
し
て
経
験
し
た
人
は
ほ
と
ん
ど
が
今
後
も
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
経
験
し
て
い
な
い
人
で
今
後
し
た
い
人
は
全

体
の
三
％
と
少
い
。
こ
の
二
つ
は
か
な
り
日
常
化
し
た
行
動
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
「
日
帰
り
行
楽
」
は
約
七
割
の
人
が
し
て
い
る
が
、

一
〇
月
中
に
経
験
し
た
人
は
半
数
で
、
残
り
の
半
数
は
一
月
～
九
月

の
間
に
し
て
い
る
。
や
や
非
日
常
的
な
行
動
だ
。
ま
た
こ
の
期
間
に

行
楽
に
行
っ
て
い
な
い
人
で
今
後
し
た
い
人
も
全
体
の
一
七
％
と
、

少
し
多
い
。
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表3－1　余暇活動の主な場所と一諸に行動した人

図3―4　余暇活動行為者率と今後したい人の比率
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こ
の
三
つ
の
行
動
以
外
は
、
年
間
（
一
～
一
〇
月
）
に
し
た
人
の

割
合
は
半
分
以
下
に
な
る
が
、
反
面
、
そ
の
期
間
に
は
し
て
い
な
い

人
で
今
後
し
た
い
人
も
多
く
、
今
後
の
余
暇
条
件
の
変
化
に
つ
れ
て
、

す
る
人
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
ス
ポ
ー
ツ
見
物
」
「
講
演
会

等
自
分
の
た
め
の
勉
強
」
「
け
い
こ
事
・
趣
味
・
サ
ー
ク
ル
の
会
」

の
三
つ
は
、
年
間
行
為
者
と
同
じ
く
ら
い
今
後
し
た
い
人
か
お
り
、

今
後
、
余
暇
行
動
が
増
え
る
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
し
て
、
「
美
術

館
・
展
覧
会
・
博
物
館
」
「
図
書
館
」
は
一
～
一
〇
月
に
行
っ
た
人

よ
り
も
多
く
の
人
が
今
後
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
こ
の
種
の
施
設

の
不
足
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
パ
チ
ン
コ
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
飲
み
屋
」
と
「
社
会
活
動
へ
の
参

加
」
の
二
つ
は
、
行
動
し
た
人
に
比
べ
て
、
し
て
い
な
い
人
で
今
後

し
た
い
人
が
少
な
い
。
し
た
い
人
は
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
し
て
い
て
、

今
後
す
る
人
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
ま
り
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
「
社
会
活
動
へ
の
参
加
」
を
し
て
い
な
い
人
で
今
後

し
た
い
人
七
％
は
、
二
〇
歳
以
上
の
市
民
約
一
八
〇
万
人
に
つ
い
て

は
約
一
三
万
人
に
あ
た
る
。
け
っ
し
て
少
い
数
で
は
な
い
、
と
も
い

え
よ
う
。

く
ら
し
む
き

●
生
活
の
満
足
感
が
少
し
ず
つ
上
昇

　
昭
和
四
八
年
度
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」
へ
の
投
稿
数
で
「
消
費
生

活
」
が
一
躍
一
位
と
な
っ
た
。
「
消
費
生
活
」
が
上
位
五
位
ま
で
に

現
わ
れ
た
の
は
こ
の
年
だ
け
で
あ
る
が
、
横
浜
市
が
毎
年
行
っ
て
い

る
市
民
意
識
調
査
で
は
、
こ
の
問
題
は
い
ぜ
ん
市
民
生
活
の
重
要
な

関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
市
政
要
望
で
は
「
物
価
・
消
費
者
」
が
毎

年
一
位
か
二
位
に
あ
り
（
四
六
頁
・
表
３
－
７
）
、
生
活
の
心
配
ご

と
で
も
「
イ
ン
フ
レ
・
物
価
高
」
が
第
一
位
を
続
け
て
い
る
（
表
３

－
２
）
。

　
こ
の
間
、
市
民
の
意
識
に
は
暮
ら
し
の
不
安
感
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
以
後
も
持
続
し
た
よ
う
で
、
五
二
年
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
暮

ら
し
向
き
が
「
良
く
な
っ
た
」
人
と
「
少
し
良
く
な
っ
た
」
人
を
合

せ
る
と
一
八
％
、
「
悪
く
な
っ
た
」
「
少
し
悪
く
な
っ
た
」
の
合
計

は
二
七
％
で
、
悪
く
な
っ
た
と
い
う
意
識
の
ほ
う
が
や
や
強
か
っ
た
。

ま
た
同
じ
五
二
年
の
調
査
で
、
生
活
の
や
り
く
り
や
節
約
で
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
四
八
％
の
人
が
「
も
の
を
大
切
に
し
た
り
、

簡
単
に
捨
て
な
い
」
、
四
二
％
の
人
が
「
買
い
控
え
を
し
た
り
気
軽


